
　公益財団法人山形県埋蔵文化財センターは、山形県内における遺跡等の埋蔵文化財の
調査研究を行い、県民の文化財に関する理解を深めるとともに、文化財保護と地域開発
の調和を図り、もって、県民の文化生活の向上と地域文化の振興に寄与することを目的
に、平成５年４月に設立され、今日に至っています。
　設立以来、山形自動車道、東北中央自動車道等の高速道路をはじめとする道路建設や
圃場整備等の開発事業に伴い、緊急発掘調査を数多く実施して参りました。その間、国
宝に指定された舟形町西ノ前遺跡の土偶「縄文の女神」をはじめとして、多数の貴重な
埋蔵文化財が発見されました。
　また、発掘調査のみならず、調査の成果を県民に広く紹介すべく、発掘調査速報会は
もとより、考古学講座や出土品の企画展示、遺跡見学・発掘作業体験の受け入れ等に取
り組んで参りました。
　さらには、埋蔵文化財の調査研究の一層の充実を図るとともに、職員がこれまでに蓄
積した学術的な研究成果を発表する場として、設立 10周年を機に、平成 15年より、『研
究紀要』を刊行して参りました。途中休刊した時期もありましたが、この数年は毎年刊
行を重ね、９号を数えるまでに至っています。これもひとえに関係各位と皆様方の御支
援と御協力の賜と、心より感謝を申し上げる次第です。
　職員の日頃の研鑽の成果である『研究紀要』は、考古学研究の資料としてのみならず、
埋蔵文化財に対する県民の皆様の理解を一層深めるために欠くことのできない刊行物で
す。山形県内はもとより、他県の調査成果の比較研究等も盛り込まれており、考古学研
究の最前線にある成果といっても過言ではなく、地域文化の振興に大きく寄与している
ものと自認しております。
　一方、『研究紀要』の刊行経費については、成果品の有償配布や職員の持ち出しによ
り何とか捻出しており、今後の刊行そのものが危ぶまれる状況になっております。そこ
で今後も『研究紀要』の刊行を継続できるよう、このたび、企業、団体、個人の皆様方
へ広く協賛をお願いすることといたしました。
　つきましては、是非ともこの刊行の趣旨に御賛同をいただき、格別の御配慮を賜りた
く、よろしくお願い申し上げます。

平成２９年１１月吉日

（公財）山形県埋蔵文化財センター『研究紀要』刊行事業等への協賛募集のお願い

～趣 意 書～

公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター理事長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣瀬　渉



研究紀要　創刊号～第９号 発掘調査風景

○協賛募集の内容
　公益財団法人山形県埋蔵文化財センター『研究紀要』の刊行事業等に賛同する企業・団体・
個人などを対象に、事業に要する資金提供の賛同者を広く募集しています。

○協賛の申込み方法

別紙「研究紀要協賛申込書」に必要事項をご記入のうえ、下記までご提出ください。
　申込書は当センターのホームページからもダウンロードできます。
　http:// www.yamagatamaibun.or.jp

○お問合せ・お申込み窓口

公益財団法人 山形県埋蔵文化財センター 
　（〒 999-3246　山形県上山市中山字壁屋敷 5608 番地）
　TEL：023-672-5301　FAX：023-672-5586
　E-mail:yac@yamagatamaibun.or.jp

協 賛 の 方 法 協賛金（寄付金）の提供
（法人その他の団体は１口１万円から、個人は１口３千円から）

協 賛 金 の 使 途 『研究紀要』の刊行事業等にかかる経費（印刷製本費等）のうち、全国の
図書館、博物館、大学等の研究機関等に無償で配布するものに要する経費
※　このほか、埋蔵文化財の調査研究・理解促進に資するその他の普及

募　集　期　間 平成 29 年 11 月１日から平成 29 年 12 月 28 日まで

協賛金（寄付金）は、法人の場合は損金算入、個人の場合は所得控除の対
象となります。

税務上の取扱い

研究紀要及び当センターホームページに協賛者名を掲載します。そ　　の　　他

国宝「縄文の女神」

　啓発事業にも充てる場合があります。




